
規則 172 条の２第 1項第 1 号 

育成する人材像 

 

１．学部（島根県立大学学則第 1条の２） 

国際関係学部 

 環日本海に位置する本学の地理的条件を活かして、世界に開かれた地域社会

の実現と国際社会の平和的発展に寄与する教育研究を推進するとともに、多文

化共生や地球規模の諸課題に対する深い洞察力を備え、多様な世界観が併存す

る北東アジアをはじめとする国際社会に平和と安定をもたらすために尽力する

人材を育成し、その成果を広く社会に還元することを目的とする。 

 

地域政策学部 

 地域の自律的・持続的発展に寄与する教育研究を推進することとし、地域社会

やその関連する領域において、さまざまな地域の関係者とコミュニケーション

をとりながら協力・協働し、企業や自治体、社会などの問題解決に貢献する人材

を育成するとともに、地域政策に関する基礎的な研究及び実践的な研究を地域

と連携しつつ進め、教育研究の成果を幅広く地域社会に還元することを目的と

する。 

 

看護栄養学部 

 市民的な教養を教授するとともに、看護学・栄養学における高度な知識と技術

を教授・研究し、深い人間愛と倫理観を基盤としたヒューマンケアの基本と実践

能力を身につけた専門職を育成する。また、看護学・栄養学の教育研究活動を通

して地域社会における健康課題を明らかにし、その改善のための研究を行い、研

究成果を保健・医療・福祉分野はもとより広く社会に還元することを目的とする。 

 

人間文化学部 

 人間形成及び人間によって歴史的に創出・形成されてきた文化について探求

し、地域社会と連携した実践的で学術的な教育研究を推進する。地域における文

化の発見と継承、再生に取り組み、地域で活躍できる実践力を兼ね備えた人材を

育成することを通して、関連する学術分野の進展と地域社会の発展に寄与する

ことを目的とする。 
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２．大学院（島根県立大学学則第３条の２） 

（１）北東アジア開発研究科 

北東アジア専攻博士前期課程 

 ①現代の北東アジア地域の政治・経済・歴史・社会・文化に関する高度で広範 

な知識や、北東アジア地域言語の基本的運用能力を生かした現地での体験、それ

らに裏付けられた独自の問題意識をもって、この地域に共通して存在する問題

を発見し、国際関係論や地域研究などの従来の方法論を越えた新名田研究手法

の開拓に取り組み、さらに博士後期課程に進学して北東アジアに関する学問の

深奥を極め、それを次世代に教授できる大学教員や、この地域を専門に研究する

機関の研究者を目指す人材。 

 ②北東アジア地域の特に政治と経済、社会に関する深い興味と北東アジア地

域言語の運用能力を背景とする問題意識をもって地域社会と国際社会両面にわ

たる広い知識を身につけ、この地域に存在する現実の問題を日本との現実との

関係で広く捉えた実践的な研究を行い、それを活かして、各国の行政機関、日本

を含む北東アジアの地域社会を支える企業や、北東アジア地域において国際的

に発展する企業、国際交流を支援・推進する公的機関、NGO や NPO 等の新たな組

織で活躍できる人材。 

 

地域開発政策専攻博士前期課程 

 ①地方分権、地域間格差、少子化・高齢化・過疎化、環境問題、人間の安全保

障（社会福祉・介護、年金問題、医療・健康保険問題）等の地域における政策改

題群について、社会諸科学を学際的に用いて分析し、政策を立案し、かつ、政策

の実施に際してリーダーシップを発揮できる人材。 

 ②グローバル化と情報技術の高度化が地域社会に与えたインパクトについて

十分に理解し、また、情報技術を地域社会の分析や地域社会のための政策形成に

応用できる能力を持ち、政府・NPO・・民間の間の協働システムの中で、海外での

活動も視野に入れて活躍できる人材。 

 ③地域開発に関する国際的な比較研究などを行うことにより、北東アジア地

域における地域開発施策に関する研究能力を高めて博士後期課程に進学し、北

東アジア社会における地域社会システムの開発に関する研究を極め、それを次

世代に教授できる大学教員や研究者をめざす人材。 

 

北東アジア超域専攻博士後期課程 

 日本を含む北東アジア地域の政治・経済・歴史・社会・文化等の諸事情に関し、

自らの現地体験や調査に裏付けられた広範かつ高度で深い理解と知識を持ち、

当該地域の複数の言語に通じることによって、既存の複数の学問・方法論は言う
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までもなく、新しい有効な学問・方法論を創出して適用する実践的諸科学総合の

超域的研究方法を持して、一国一地域を越えて偏在する超域的問題群の研究に

取り組み、大学・研究機関において北東アジア地域の研究に従事する教員・研究

者をめざす人材や、各国の行政機関、日本を含む北東アジアの地域社会を支える

企業、北東アジア地域において国際的に展開する企業、国際交流を支援・推進す

る公的機関、NGO や NPO 等の新たな組織において、的確な対策を提言・策定・実

行できる高度な研究能力と問題解決能力を身につけたトップリーダーとして活

躍できる人材。 

 

（２）看護学研究科 

看護学専攻博士前期課程 

 島根県の健康課題を深く理解し、保健・医療・福祉の質の向上に向けて、主体

的に探究できる研究能力を備え、地域医療を牽引する優れた看護実践者。 

 

看護学専攻博士後期課程 

 中山間地域・離島地域を抱え、過疎高齢化及び少子化の選考する島根県の健康

課題は日本の縮図であり、これらの課題に積極的に対応し他地域に先駆けて新

たなケア開発ができれば、全国に応用することが可能である。また国外に目を広

げれば、今後、先進国やアジア諸国も日本と同様の問題に直面することが予想さ

れ、これらの課題解決の先駆となる日本の動向が注目されている。このように地

域医療の課題は将来のグローバルな課題にもつながっており、日本が世界に先

駆けて解決策を示す意義は大きい。このような社会背景に基づく人材育成の要

請に対し、公立大学として地域課題解決に貢献する使命を有する島根県立大学

において、島根県の健康課題を深く理解し、保健・医療・福祉の質の向上に向け

て、高い水準の専門知識・研究分析能力、総合的・複合的な視点を養い、これか

らの地域医療や保健を牽引するための研究に自立して取り組むことができる教

育・研究者。 


